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は
じ
め
に

明
治
以
降
の
報
徳
社
運
動
が
、
な
ぜ
、
主
に
二
宮
尊
徳
（
一
七
八
七
―
一
八
五
六
）
が

仕
法
を
行
っ
た
関
東
地
方
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
静
岡
県
を
中
心
に
発
展
し

た
か
に
つ
い
て
は
、原
口
清
「
報
徳
社
の
人
々
」（『
日
本
人
物
体
系　

第
五
巻　

近
代
Ⅰ
』

朝
倉
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
や
海
野
福
寿
「
遠
州
報
徳
主
義
の
成
立
」（『
駿
台
史
学
』
第

三
七
号
、
一
九
七
五
年
）、
足
立
洋
一
郎
『
近
代
日
本
社
会
形
成
期
に
お
け
る
報
徳
運
動

の
研
究
』（
明
治
大
学
大
学
院
研
究
科
二
〇
一
一
年
度
博
士
学
位
請
求
論
文
、二
〇
一
二
年
）

な
ど
の
す
ぐ
れ
た
論
考
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
初
期
報
徳
社
の
設
立
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
、
安
居
院
義
道
（
一
七
八
九
―
一
八
六
三
）、
岡
田
佐
平
治
（
一
八
一
二
―

一
八
七
八
）、
福
住
正
兄
（
一
八
二
四
―
一
八
九
二
）、
福
山
滝
助
（
一
八
一
七
―

一
八
九
三
）
ら
の
活
動
を
中
心
に
、
報
徳
主
義
と
伊
勢
講
と
の
関
係
、
常
会
を
通
じ
た
農

耕
技
術
の
伝
播
、
報
徳
金
融
の
あ
り
方
や
権
力
に
対
す
る
距
離
の
取
り
方
、
報
徳
と
道
徳

と
の
関
係
な
ど
、
報
徳
運
動
が
民
衆
の
現
実
的
利
益
と
関
連
さ
せ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

報
徳
仕
法
は
、
一
般
に
、
幕
府
や
藩
の
権
力
を
背
景
に
行
わ
れ
た
「
行
政
式
仕
法
」
と
、

民
間
の
自
立
的
な
相
互
扶
助
組
織
と
し
て
の
報
徳
社
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
「
結
社

式
仕
法
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
、
尊
徳
や
娘
婿
の
富
田
高
慶
（
一
八
一
四
〜

一
八
九
〇
）
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
、
後
者
は
、
安
居
院
義
道
、
岡
田
佐
平
治
、
福
住
正
兄
、

福
山
滝
助
た
ち
に
よ
っ
て
、
農
村
復
興
を
目
指
す
民
間
の
自
立
的
結
社
と
し
て
の
報
徳
社

を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

行
政
式
仕
法
は
、
藩
政
崩
壊
と
と
も
に
終
了
し
、
幕
末
以
降
は
結
社
式
仕
法
と
し
て
の

報
徳
社
の
活
動
を
核
と
し
て
報
徳
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
報
徳
社
の
結
社
と
普
及
が
い
か

に
し
て
行
わ
れ
た
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
に
お
け
る
民
間
の
自
立
的
結
社
と

し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
知
る
上
で
大
き
な
意
味
を

も
っ
て
い
る
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
、
柳
田
國
男
や
宮
本
常
一
の
日
本
社
会
に
関
す
る
民
俗
学
的
研
究

を
我
が
国
に
お
け
る
自
立
と
協
同
の
人
間
関
係
の
存
在
を
問
う
「
福
祉
民
俗
学
」
と
し
て

位
置
付
け
、
近
代
日
本
社
会
に
お
い
て
民
間
の
相
互
扶
助
組
織
と
し
て
大
き
な
足
跡
を
残

し
た
「
報
徳
社
」
を
め
ぐ
る
、
二
宮
尊
徳
、
柳
田
國
男
、
宮
本
常
一
、
岡
村
重
夫
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
関
す
る
議
論
を
考
察
し
て
き
た
⑴

。
本
稿
で
は
、
福
祉
社
会
を
支
え

る
自
立
と
協
同
の
人
間
関
係
を
維
持
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
観
点
か
ら
、
初
期
報
徳

社
の
結
成
の
経
過
を
、
先
に
あ
げ
た
業
績
な
ど
に
拠
り
な
が
ら
整
理
し
て
み
る
。

　
　
　

初
期
報
徳
社
の
人
々
―
安
居
院
義
道
・
岡
田
佐
平
治
・
福
山
滝
助

三
社
燈
籠
万
人
講
と
報
徳
社

二
宮
尊
徳
は
、
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
に
、
小
田
原
藩
内
で
、
領
主
の
御
貸
下
げ
金

を
も
と
に
、
五
常
（
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
）
の
理
念
に
基
づ
い
て
下
級
武
士
た
ち
の
連

帯
保
証
に
よ
る
貸
付
制
度
と
し
て
の
五
常
講
を
設
け
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
天
保
十
四

（
一
八
四
三
）
年
に
小
田
原
の
商
人
の
自
発
的
結
社
と
し
て
の
小
田
原
仕
法
組
合
を
創
設

し
た
。
こ
れ
が
、
我
が
国
最
初
の
報
徳
社
で
あ
る
小
田
原
報
徳
社
の
出
発
で
あ
り
、
無
利

息
貸
付
を
事
業
と
し
た
。
そ
の
後
、報
徳
社
は
、安
居
院
義
道
と
そ
の
弟
の
浅
田
有
信
（
勇

次
郎
）
に
よ
っ
て
、
静
岡
県
（
と
く
に
駿
河
、
遠
江
）
に
広
く
普
及
さ
れ
た
⑵

。

安
居
院
義
道
は
、伊
勢
神
宮
、春
日
大
社
、石
清
水
八
幡
宮
の
三
社
へ
の
灯
籠
建
立
、太
々

神
楽
の
奉
納
、
代
参
派
出
、
橋
や
道
路
の
建
設
を
行
う
「
三
社
燈
籠
万
人
講
⑶

」の
講
員

を
勧
誘
す
る
過
程
で
、
遠
州
の
下
石
田
村
で
熱
信
な
神
道
信
者
で
あ
る
神
谷
与
平
治
と
出

会
い
、
三
社
燈
籠
万
人
講
だ
け
で
な
く
、
尊
徳
の
思
想
や
難
村
復
興
の
仕
法
を
伝
授
し
、

同
時
に
畿
内
巡
回
中
に
体
得
し
た
先
進
的
な
農
耕
技
術
（
稲
の
正
条
植
、苗
代
の
短
冊
形
、

播
種
の
薄
蒔
、
疎
植
、
種
籾
の
選
種
、
深
耕
、
虫
害
予
防
の
鯨
油
使
用
な
ど
）
を
教
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
報
徳
社
の
結
成
と
普
及
に
努
め
た
。

報
徳
の
伝
道
者
た
ち

柴　
　

田　
　

周　
　

二
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弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
に
神
谷
与
平
治
ら
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
下
石
田
報
徳
連
中

の
規
約
に
は
次
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
縄
綯
い
等
に
よ
る
勤
労
と
節
倹
に
よ
る
日

掛
積
金
、
法
の
遵
守
、
敬
神
、
一
家
和
合
、
道
路
普
請
な
ど
の
社
会
的
奉
仕
、
入
札
に
よ

る
無
利
息
年
賦
貸
（
皆
済
後
一
年
賦
分
支
払
い
）、
月
々
参
会
（
常
会
）
に
お
け
る
耕
作

技
術
を
中
心
と
す
る
談
合
の
開
催
等
で
あ
る
。
ま
た
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
の
「
三

社
燈
籠　

萬
人
講
永
代
太
々
御
神
樂
金
元
立
仕
法
帳
」（
報
徳
連
中
）
に
は
、
与
平
治
ら

八
人
の
世
話
人
が
二
十
五
両
ず
つ
、
二
百
両
を
八
分
利
子
で
利
子
増
殖
し
、
神
楽
奉
納
の

費
用
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
遠
州
報
徳
連
中
の
代
表
者
は
同
時

に
万
人
講
の
世
話
人
で
あ
り
、
太
々
講
連
中
の
積
立
か
ら
の
拠
出
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
⑷

。伊
勢
講
（
ま
た
は
太
々
講
）
は
、近
世
に
入
っ
て
伊
勢
信
仰
が
民
衆
の
間
に
広
ま
る
と
、

全
国
的
に
分
布
し
、
農
業
神
と
し
て
の
伊
勢
神
は
、
生
産
向
上
を
目
指
す
農
民
の
現
実
的

利
益
と
合
致
し
て
、
伊
勢
神
宮
の
御
師
に
よ
る
旦
那
場
の
形
成
、
伊
勢
暦
の
配
布
、
品
種

改
良
知
識
の
交
換
な
ど
と
並
行
し
て
、
代
参
の
た
め
の
積
立
な
ど
相
互
扶
助
的
性
格
も
帯

び
て
き
た
。
安
居
院
や
浅
田
は
、
行
く
先
々
で
、
従
来
か
ら
農
村
に
根
付
い
て
い
た
伊
勢

講
の
組
織
を
利
用
し
て
、
三
社
信
仰
と
報
徳
思
想
が
混
合
し
た
説
話
を
行
い
、
農
業
指
導

の
役
割
も
果
た
し
な
が
ら
、
報
徳
の
伝
道
と
報
徳
連
中
組
織
の
結
成
に
努
め
た
⑸

。

こ
う
し
て
、
初
期
の
報
徳
社
の
普
及
は
、
伊
勢
講
の
組
織
に
三
社
信
仰
や
報
徳
思
想
が

結
合
し
た
形
で
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
農
業
技
術
の
振
興

と
い
う
農
民
の
現
実
的
利
益
と
の
結
合
で
あ
り
、
そ
れ
は
月
々
の
参
会
（
常
会
）
を
通
じ

て
行
わ
れ
た
。
尊
徳
は
、
村
民
が
常
会
に
出
席
す
る
こ
と
を
、
相
互
に
す
れ
合
っ
て
汚
れ

が
落
ち
て
、
清
浄
に
な
る
こ
と
か
ら
、「
芋
こ
じ
」
に
た
と
え
た
。
報
徳
社
は
、
宗
教
的

信
仰
に
報
徳
主
義
が
加
わ
る
形
で
、
民
衆
の
生
活
理
念
と
利
害
を
巧
み
に
結
合
し
、
そ
れ

を
支
え
る
人
的
結
合
・
相
互
扶
助
組
織
と
し
て
の
伊
勢
講
を
利
用
し
て
、
組
織
を
拡
大
し

て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
伊
勢
神
宮
・
春
日
大
社
・
石
清
水
八
幡
宮
の
三
社
を

巡
る
企
画
は
、
安
居
院
の
死
後
も
、
各
報
徳
社
や
後
の
大
日
本
報
徳
社
に
お
い
て
も
行
わ

れ
、
第
二
次
大
戦
後
も
存
続
し
た
⑹

。

権
力
に
対
す
る
位
置
と
報
徳
金
融

こ
う
し
た
安
居
院
の
活
動
を
受
け
て
、
岡
田
佐
平
治
は
、
藩
や
県
な
ど
の
行
政
と
の
関

係
を
保
ち
な
が
ら
、
報
徳
社
の
結
成
と
拡
大
に
寄
与
し
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
藩
政
崩
壊

に
よ
っ
て
行
政
式
仕
法
は
終
了
し
た
が
、
佐
平
治
は
、
藩
や
行
政
の
権
力
を
背
景
に
、「
上

か
ら
」
の
強
制
と
農
民
間
の
結
社
に
よ
る
「
下
か
ら
」
の
同
意
が
結
合
し
た
「
豪
農
指
導

型
報
徳
主
義
」（
足
立
洋
一
郎
）
と
で
も
い
う
べ
き
組
織
を
推
進
し
、
遠
江
国
報
徳
社
を

結
成
し
た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
、
地
主
小
作
関
係
や
金
融
貸
借
関
係
の
あ
る
小
農
民
の
維

持
安
定
を
図
る
性
格
を
も
っ
て
は
い
た
が
、
結
社
式
仕
法
に
よ
る
下
か
ら
の
同
意
を
含
む

点
で
、
尊
徳
や
富
田
ら
の
行
政
式
仕
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
⑺

。

遠
江
国
報
徳
社
と
は
対
照
的
に
、
あ
く
ま
で
行
政
に
対
す
る
距
離
を
置
き
な
が
ら
、
民

間
結
社
と
し
て
の
報
徳
社
を
運
営
し
た
の
が
福
山
滝
助
で
あ
る
。
福
山
滝
助
は
、
権
力
に

対
し
て
迎
合
も
抵
抗
も
し
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
報
徳
運
動
を
展
開
し
た
。
安
居
院
亡

き
あ
と
、
報
徳
の
仕
法
が
衰
え
た
遠
江
の
有
志
者
は
、
尊
徳
の
弟
子
で
小
田
原
に
い
た
福

住
正
兄
に
教
師
の
派
遣
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
福
住
は
小
田
原
報
徳
社
の
福
山
滝
助
を
推
薦

し
た
。
福
山
は
、
小
田
原
を
離
れ
た
あ
と
、
自
ら
の
活
動
範
囲
を
遠
江
か
ら
三
河
に
も
拡

大
し
、
報
徳
遠
譲
社
や
三
河
国
報
徳
社
を
設
立
し
、
後
の
大
日
本
報
徳
社
の
中
心
と
な
る

岡
田
の
遠
江
国
報
徳
社
と
は
一
線
を
画
し
つ
つ
、
民
衆
の
間
に
自
主
独
立
、
自
力
興
産
、

民
間
の
創
意
の
気
風
を
養
成
し
て
い
っ
た
⑻

。

ま
た
、岡
田
佐
平
治
と
福
山
滝
助
は
、権
力
に
対
す
る
関
係
だ
け
で
な
く
、尊
徳
に
よ
っ

て
開
始
さ
れ
小
田
原
報
徳
社
で
も
継
承
さ
れ
た
報
徳
金
の
無
利
息
貸
付
に
対
す
る
対
応
の

点
で
異
な
っ
て
い
た
。
尊
徳
は
、
藩
の
財
政
再
建
に
当
た
っ
て
、
封
建
領
主
側
に
支
出
を

抑
制
す
る
「
分
度
」（
分
限
・
度
合
）
を
設
け
た
合
理
的
経
営
を
求
め
、
同
時
に
、
改
革

を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
お
上
の
施
与
や
上
か
ら
の
指
示
だ
け
で
な
く
、
共
同
体
と
し

て
の
助
け
合
い
が
不
可
欠
だ
と
し
て
、
名
主
ら
指
導
者
の
自
覚
を
高
め
、
村
民
の
定
期
的

会
合
（
常
会
）
に
よ
る
自
助
・
互
助
を
意
識
さ
せ
、「
推
譲
」（
分
度
し
て
残
っ
た
余
剰
を

自
己
の
将
来
や
他
者
に
譲
る
こ
と
）
を
求
め
た
。
尊
徳
は
、
農
民
間
で
行
わ
れ
て
い
た
質

地
関
係
を
軸
と
し
た
低
利
の
融
通
策
を
、
領
主
仕
法
の
拝
借
金
や
村
借
金
貸
付
に
み
ら
れ

る
年
賦
・
無
利
子
貸
付
と
組
み
合
わ
せ
て
、
融
資
の
対
象
者
を
農
民
自
ら
が
決
定
す
る
報

徳
金
方
式
を
編
み
出
し
た
。
報
徳
金
融
に
お
い
て
村
民
間
の
推
譲
の
論
理
を
具
体
的
に
示

す
の
が
、報
徳
金
の
借
入
者
が
返
済
時
に
拠
出
す
る
「
冥
加
金
」
で
あ
る
。
拝
借
農
民
は
、

こ
の
推
譲
分
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
自
立
し
た
と
は
み
な
さ
れ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
冥
加
金
は
利
子
で
は
な

く
奉
納
金
と
し
て
、
共
同
体
の
余
剰
と
し
て
使
用
さ
れ
た
⑼

。
こ
う
し
た
処
方
は
、
報
徳
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金
が
単
な
る
経
済
的
利
益
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
金
融
と
い
う
制
度
を
利
用
し
て
、
限

ら
れ
た
人
格
的
関
係
の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
農
民
の
心
田
の
開
発
に
与
え
た
精
神
的
影
響

は
大
き
い
。

福
山
は
、
近
代
的
金
融
組
織
と
し
て
の
信
用
金
庫
に
つ
な
が
る
利
子
付
貸
付
を
中
心
と

し
た
岡
田
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
旧
来
の
無
利
息
金
貸
付
に
こ
だ
わ
り
、
報
徳
遠
譲
社

な
ど
で
は
、
村
内
負
債
者
の
借
財
を
報
徳
社
が
肩
代
わ
り
し
て
、
構
成
員
は
報
徳
社
に
返

済
し
た
。
一
方
、
岡
田
が
指
導
し
た
遠
江
国
報
徳
社
で
は
、
借
財
の
返
済
に
報
徳
社
を
介

在
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
報
徳
金
の
貸
付
は
、
あ
く
ま
で
借
財
返
済
の
補
助
的
手
段
に
と
ど

ま
っ
た
⑽

。

こ
う
し
た
、
初
期
報
徳
社
に
お
け
る
行
政
権
力
に
対
す
る
関
係
や
無
利
息
金
貸
付
に
関

す
る
対
応
の
違
い
は
、
報
徳
社
初
期
の
活
動
に
お
け
る
、
岡
田
と
福
山
の
大
き
な
違
い
で

あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
後
の
報
徳
社
の
活
動
と
存
続
に
微
妙
な
影
響
を
与
え
た
。

報
徳
社
の
活
動
は
、
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
政
治
・
経
済
制
度
の
変
化
に
従
っ
て

事
業
の
重
点
を
移
し
な
が
ら
、
民
間
結
社
と
し
て
の
報
徳
社
の
潮
流
と
、
報
徳
を
国
家
政

策
や
国
民
統
合
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
潮
流
の
二
つ
が
併
存
し
つ
つ
展
開
さ
れ
た
⑾

。
報

徳
社
の
本
社
は
、
複
数
存
在
し
、
分
離
・
統
合
が
行
わ
れ
た
が
、
結
果
と
し
て
は
、
明
治

四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
に
、
岡
田
親
子
の
遠
江
国
報
徳
社
の
流
れ
を
く
む
大
日
本
報
徳

社
が
発
足
し
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
は
、
全
国
の
報
徳
社
は
大
日
本
報
徳
社
を

本
社
と
す
る
大
合
同
が
行
わ
れ
、
報
徳
主
義
は
、
二
宮
金
次
郎
の
少
年
時
代
の
銅
像
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
民
に
質
素
勤
倹
の
自
助
努
力
を
喧
伝
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
家
に

奉
仕
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
役
割
を
も
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。

道
徳
と
経
済

尊
徳
の
思
想
の
魅
力
は
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の
厳
し
い
生
き
方
が
日
常
生
活
を
く
ぐ

り
ぬ
け
た
倫
理
的
思
想
（
エ
ー
ト
ス
）
と
し
て
、
報
徳
仕
法
と
い
う
経
営
の
技
術
を
貫
徹

し
、
通
俗
的
な
実
学
に
終
わ
っ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。

福
山
滝
助
亡
き
後
に
、『
福
山
先
生
遺
志
』
を
著
し
た
金
井
利
太
郎
は
、
報
徳
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
道
徳
は
道
徳
そ
れ
自
か
ら
の
他
に
何
ら
の
目
的
を
有
せ

ざ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
「
報
徳

4

4

」
は
富
を
得
る
が
目
的
で
あ
り
て
道
徳
を
行
ふ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

は
其
の
手
段
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

」⑿
。
ま
た
、
佐
平
治
の
あ
と
を
受
け
て
報
徳
社
と
国
家
と
の
関
係

を
推
進
し
た
息
子
の
岡
田
良
一
郎
は
自
ら
の
報
徳
主
義
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
先

生
既
ニ
没
シ
先
生
ノ
教
述
ル
モ
ノ
ア
リ
而
シ
先
生
ノ
行
継
ク
モ
ノ
希
レ
也
」「
徳
ア
リ
未

タ
必
シ
モ
財
ヲ
生
ス
ル
不
能
ナ
リ
財
ア
リ
以
テ
徳
ヲ
成
ス
へ
シ
先
生
曰
財
ハ
本
也
徳
ハ
末

ナ
リ
ト
」⒀
。
岡
田
の
判
断
基
準
は
「
富
国
安
民
」
に
役
立
つ
か
否
か
で
あ
り
、
報
徳
社

の
財
政
確
立
は
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。

岡
田
良
一
郎
も
金
井
利
太
郎
も
、
報
徳
が
単
な
る
道
徳
で
な
い
点
を
強
調
し
て
い
る
。

し
か
し
、
両
者
に
お
い
て
報
徳
が
目
指
す
経
済
と
道
徳
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。『
安

居
院
義
道
』
の
著
者
の
鷲
山
恭
平
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
物
質
的
の
援
助
救
済

は
最
初
は
悦
ば
れ
る
け
れ
ど
も
、
狎
る
る
に
従
っ
て
感
謝
の
念
は
薄
く
な
っ
て
剰
へ
第
二

第
三
と
欲
求
が
生
じ
て
來
る
。
眞
に
度
し
難
い
小
人
の
常
で
毎
度
繰
り
返
へ
さ
る
ゝ
問
題

で
も
あ
る
。
此
れ
は
魂
へ
打
込
む
楔ク

サ
ビが

な
け
れ
ば
所
謂
る
佛
造
っ
て
魂
を
入
れ
ず
の
譬
に

も
れ
ぬ
、
楔
と
は
精
神
力
の
中
核
を
な
す
道
徳
性
の
涵
養
で
あ
る
。
夫
故
に
報
徳
仕
法
の

実
際
上
に
は
此
兩
面
を
手
輕
に
取
り
上
げ
て
、
経
濟
を
説
い
て
も
慾
に
傾
か
ず
道
徳
を

語
っ
て
も
理
に
偏
ら
ぬ
行
き
方
を
用
ゐ
る
」⒁
。
す
な
わ
ち
、
道
徳
は
、
経
済
発
展
や
社

会
変
革
力
の
基
礎
な
の
で
あ
り
、
報
徳
社
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
根
幹
な
の

で
あ
る
。

福
山
と
岡
田
親
子
は
、
行
政
権
力
へ
の
近
接
の
度
合
や
報
徳
金
の
無
利
息
金
貸
付
に
対

す
る
対
応
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
経
済
と
道
徳
と
の
関
係
、
農
民
の
生
活
安
定
を
目
的
と

す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
た
。
た
だ
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
物
質
的
援
助
は
、
そ
れ
に
頼

る
よ
う
に
な
る
と
依
存
し
て
、
内
発
的
な
自
立
力
を
徐
々
に
喪
失
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
が
難
し
い
。

自
費
自
弁
主
義

福
山
滝
助
は
、自
ら
の
活
動
を「
自
費
自
弁
主
義
」、す
な
わ
ち
手
弁
当
の
無
報
酬
で
行
っ

た
。
富
田
高
慶
は
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
さ
う
だ
夫
だ
。
こ
れ

に
よ
っ
て
遠
江
に
仕
法
が
よ
く
行
わ
れ
、
旭
日
昇
天
の
勢
で
分
社
が
増
加
し
て
ゆ
く
所
以

が
明
ら
か
に
な
っ
た
」⒂
。

こ
れ
は
、
率
先
垂
範
の
極
で
あ
り
、
組
織
の
経
営
に
当
た
る
者
が
矜
持
す
べ
き
基
本
的

姿
勢
で
あ
る
。
尊
徳
が
言
う
「
推
譲
」
は
、
ま
ず
、
上
か
ら
下
へ
の
推
譲
が
あ
っ
て
初
め

て
有
効
に
機
能
す
る
の
で
あ
り
、上
位
の
者
が
自
己
利
益
に
汲
々
と
し
た
保
身
的
態
度
で
、
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推
譲
の
心
を
も
た
な
け
れ
ば
、組
織
は
内
部
か
ら
崩
壊
す
る
。
経
営
権
を
も
つ
経
営
者
は
、

組
織
経
営
の
理
念
と
見
識
を
厳
し
く
問
わ
れ
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
決
定
に
対
す
る
責
任

あ
る
態
度
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
居
院
と
福
山
は
、各
地
を
巡
回
し
な
が
ら
、衣
食
住
は
行
く
先
々
の
報
徳
同
志
に
よ
っ

て
提
供
さ
れ
、
そ
の
一
方
で
、
何
の
報
酬
も
受
け
ず
、
庶
民
の
農
業
や
日
常
生
活
の
相
談

相
手
と
な
り
、
ひ
た
す
ら
報
徳
主
義
の
普
及
に
努
め
た
。
こ
の
気
風
は
、
今
日
に
至
る
ま

で
、
報
徳
社
に
受
け
継
が
れ
、
報
徳
社
の
社
長
や
理
事
は
無
報
酬
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ま
と
め

実
効
性
の
あ
る
制
度
は
、
上
か
ら
の
強
制
で
は
な
く
、
構
成
員
の
自
覚
と
自
主
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
る
。

報
徳
社
は
、
地
域
を
基
盤
と
す
る
狭
い
人
格
的
関
係
の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
社
会
貢
献

に
つ
な
が
る
推
譲
の
精
神
を
育
ん
だ
。
報
徳
社
運
営
の
基
礎
と
な
っ
た
常
会
は
、
農
事
な

ど
現
実
的
利
害
を
介
し
て
共
通
の
問
題
を
議
論
す
る
理
念
と
利
害
が
結
合
し
た
場
で
あ

り
、
自
主
的
な
問
題
解
決
能
力
と
協
同
意
識
を
中
心
と
す
る
地
域
に
根
差
し
た
生
活
問
題

を
解
決
す
る
「
生
活
の
論
理
」
を
育
成
し
た
⒃

。

そ
の
後
、
報
徳
社
は
、
様
々
な
経
過
を
た
ど
り
な
が
ら
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
、
社
会

構
造
の
変
化
だ
け
で
な
く
戦
争
に
利
用
さ
れ
た
暗
い
イ
メ
ー
ジ
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
数
は

減
少
し
た
。
農
業
を
中
心
と
す
る
自
営
業
者
の
減
少
や
農
家
の
兼
業
化
の
進
行
に
よ
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
化
な
ど
が
報
徳
社
の
衰
退
と
関
係
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
年
以
来
の

公
益
法
人
の
見
直
し
で
、
解
散
さ
れ
た
報
徳
社
も
多
い
。
確
か
に
、
相
互
扶
助
に
は
お
返

し
の
で
き
な
い
場
合
の
つ
ら
さ
が
あ
る
。
ま
た
、
個
人
的
な
欲
を
抑
え
、
仲
間
の
た
め
に

譲
り
合
う
こ
と
は
尊
徳
の
時
代
か
ら
今
日
ま
で
実
践
す
る
こ
と
の
困
難
な
業
で
あ
る
。
し

か
し
、
地
域
で
は
、
知
恵
と
体
力
を
合
わ
せ
、
協
同
体
づ
く
り
に
よ
っ
て
不
利
な
生
活
条

件
を
克
服
す
る
文
化
を
育
む
こ
と
は
生
き
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
人
材

育
成
は
欠
か
せ
な
い
。

三
重
県
大
台
町
の
宮
川
地
区
の
旧
荻
原
村
は
、戦
前
か
ら
報
徳
で
知
ら
れ
た
村
で
あ
る
。

荻
原
村
で
は
、昭
和
初
期
の
恐
慌
期
に
疲
弊
し
た
農
村
振
興
の
基
本
を
報
徳
精
神
に
求
め
、

村
内
十
三
の
各
地
区
に
報
徳
社
を
設
置
し
、
復
興
に
務
め
た
。
戦
後
も
、
高
度
経
済
成
長

期
以
後
、
各
地
で
報
徳
社
の
解
散
や
報
徳
の
名
称
の
み
を
冠
し
た
自
治
会
組
織
な
ど
が
生

じ
る
中
で
、
宮
川
地
区
で
は
、
平
成
二
十
二
年
ま
で
十
三
の
報
徳
社
が
存
在
し
、
自
治
会

と
は
異
な
る
組
織
と
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
は
、
山
林

経
営
の
困
難
や
人
口
流
出
と
高
齢
化
に
よ
る
人
材
難
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
か
ら
、
継
続

す
る
報
徳
社
は
、
江
馬
報
徳
社
と
下
真
手
報
徳
社
の
二
社
だ
け
と
な
っ
た
。

二
社
の
う
ち
の
一
社
、
江
馬
報
徳
社
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
付
で
一
般

社
団
法
人
と
し
て
の
認
可
を
受
け
、
財
産
管
理
を
は
じ
め
、
地
域
発
展
の
一
助
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
地
元
の
高
校
を
十
五
年
前
に
退
職
し
た
鳥
本
朔
生
氏
を
社

長
と
し
て
、
江
馬
地
区
一
八
〇
戸
中
の
六
〇
戸
が
報
徳
社
の
社
員
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
る
。
平
成
二
十
四
年
度
末
の
江
馬
報
徳
社
の
資
産
合
計
は
。
一
八
、二
四
〇
千
円
（
普

通
預
金
・
定
期
預
金
等
の
流
動
資
産
九
、二
八
九
千
円
、
土
地
・
山
林
等
の
固
定
資
産
八
、

八
五
四
千
円
）
で
、
各
社
員
は
、
毎
月
千
円
を
報
徳
金
（
土
台
金
四
〇
〇
円
、
善
種
金

六
〇
〇
円
）
と
し
て
拠
出
し
、
雑
収
入
と
併
せ
て
約
七
十
万
円
を
定
期
活
動
の
主
た
る
資

金
と
し
、
毎
月
十
六
日
に
常
会
を
開
催
し
て
い
る
。
現
在
の
江
馬
報
徳
社
の
主
た
る
活
動

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
地
域
環
境
整
備
活
動
へ
の
協
力
と
援
助
・
参
加

・
景
観
・
緑
化
推
進
事
業
等
へ
の
協
力
と
援
助
・
参
加

・
青
少
年
育
成
の
た
め
の
活
動
へ
の
協
力
と
援
助

・
報
徳
思
想
啓
蒙
の
た
め
の
報
徳
誌
の
購
読
・
回
覧

・
地
域
の
諸
会
議
へ
の
参
加
と
協
力

・
理
事
会
・
定
期
総
会
・
い
も
こ
じ
会
等
の
開
催

今
回
の
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
際
し
て
は
、
申
請
書
類
作
成
費
用
約
二
十
万
円
を

要
し
、
今
後
の
会
計
活
動
報
告
も
求
め
ら
れ
る
。
江
馬
報
徳
社
が
所
有
し
て
い
る
山
林
の

管
理
に
つ
い
て
は
、
隣
接
し
て
い
る
山
林
組
合
と
も
相
談
し
な
が
ら
行
う
が
、
報
徳
社
の

使
命
は
あ
く
ま
で
地
域
振
興
の
た
め
の
人
材
育
成
に
あ
り
、
今
後
、
報
徳
社
の
運
営
に
当

た
る
後
継
者
の
育
成
に
加
え
て
、
地
域
高
齢
化
に
よ
る
社
会
状
況
の
中
で
一
般
社
団
法
人

と
し
て
の
介
護
事
業
へ
の
関
与
な
ど
が
課
題
で
あ
る
⒄

。

福
祉
は
、
本
来
、
小
さ
な
単
位
に
お
い
て
こ
そ
実
現
可
能
で
あ
り
、
自
立
と
普
遍
的
な
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相
互
扶
助
を
基
本
と
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
か
つ
て
柳
田
や
宮
本
が
自
助
と
協
同
の

民
衆
意
識
を
探
究
し
た
よ
う
に
、
現
代
の
日
本
人
の
生
活
意
識
を
改
め
て
点
検
し
、
報
徳

運
動
な
ど
が
盛
ん
で
あ
っ
た
地
域
の
社
会
関
係
資
本
と
し
て
の
協
同
の
遺
産
を
含
め
て
、

組
織
運
営
の
あ
り
方
や
人
々
の
「
可
能
意
識
」
を
探
究
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
報
徳

社
に
限
ら
ず
、
地
域
的
な
自
立
的
小
結
社
の
今
後
の
活
動
と
存
続
に
は
財
政
問
題
を
は
じ

め
大
き
な
課
題
が
山
積
す
る
。

し
か
し
、
岡
村
重
夫
が
言
う
よ
う
に
、「
大
規
模
の
近
代
的
社
会
福
祉
が
、
全
国
民
に

対
す
る
普
遍
的
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
半
面
に
お
い
て
、
な
お
地
域
社
会
に
お
け
る
個

別
化
的
援
助
の
要
求
に
対
応
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
を
含
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
す
る
な
ら
ば
、
地
域
住
民
相
互
の
連
帯
や
自
発
的
な
共
同
、
何
ら
か
の
相

互
扶
助
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
り
、
近
代
化
さ
れ
た
相
互
扶
助
を
原
理
と
す
る
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る
⒅

。
報
徳
思
想
は
生
活
者
の
思
想
と
し
て
優
れ
て
お
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
当
た
っ
て
、
自
助
の
手
段
と
し
て
の
相
互
扶
助
の
回
復
や
互

助
の
再
組
織
化
が
課
題
と
し
て
あ
る
中
で
、「
勤
労
」「
分
度
」「
推
譲
」
と
相
互
扶
助
を

基
本
と
す
る
尊
徳
の
思
想
や
仕
法
、
行
政
と
の
関
係
の
取
り
方
や
常
会
な
ど
の
組
織
運
営

の
あ
り
方
な
ど
、地
域
社
会
に
通
用
す
る
新
し
い
文
化
を
再
生
す
る
活
動
の
方
法
と
し
て
、

初
期
報
徳
社
の
活
動
か
ら
学
ぶ
点
は
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

注

⑴ 

柴
田
周
二
「
福
祉
文
化
と
し
て
の
相
互
扶
助
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
報
徳
社
を
中
心

に
―
」『
京
都
光
華
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
五
〇
号
、
二
〇
一
二
年
、
二
九
―

三
六
頁
。

⑵ 

八
木
繁
樹
『
報
徳
運
動
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
龍
渓
書
舎
、
一
九
八
〇
年
、
五
一
―

六
五
頁
。

⑶ 

三
社
燈
籠
万
人
講
は
、
河
内
国
交
野
郡
田
口
村
（
現
在
の
大
阪
府
枚
方
市
田
口
）
の

杉
澤
作
兵
衛
が
講
元
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
安
居
院
義
道
は
、
畿
内
を

巡
っ
て
い
る
間
に
杉
澤
と
出
会
い
、
そ
の
熱
心
な
信
者
と
な
り
、
杉
澤
亡
き
あ
と
、

安
居
院
の
弟
の
浅
田
勇
次
郎
と
共
に
、
そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
。

 

　

杉
澤
作
兵
衛
と
万
人
講
に
つ
い
て
は
、
鷲
山
恭
平
『
安
居
院
義
道
』（
大
日
本
報

徳
社
、
一
九
五
三
年
）
や
渡
辺
國
男
『
神
道
思
想
の
研
究
者
た
ち
』（
渡
喜
、

一
九
五
七
年
）
の
中
に
簡
単
な
記
述
や
紹
介
が
あ
り
、
作
兵
衛
自
身
が
書
い
た
「
三

社
燈
籠
万
人
講
」（
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
）
の
文
書
も
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、

作
兵
衛
の
生
涯
を
は
じ
め
万
人
講
の
由
来
や
組
織
の
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

 

　

杉
澤
作
兵
衛
に
つ
い
て
、旧
『
枚
方
市
史
』（
枚
方
市
役
所
、一
九
五
一
年
）
に
は
、

そ
の
活
動
に
よ
り
領
主
久
貝
因
幡
守
正
典
か
ら
書
を
賜
っ
た
こ
と
、
石
清
水
八
幡
宮

へ
の
大
石
灯
籠
の
材
料
を
現
地
に
運
び
、
そ
の
組
み
立
て
に
か
か
ろ
う
と
す
る
嘉
永

元（
一
八
四
八
）年
十
月
八
日
に
作
業
現
場
で
往
生
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が（
本

注
末
尾
の
＊
参
照
）、
枚
方
市
史
編
纂
室
に
お
い
て
も
、
こ
の
記
述
を
裏
付
け
る
文

献
の
存
在
は
不
明
で
あ
る
。
作
兵
衛
が
伊
勢
神
宮
や
春
日
大
社
へ
の
参
宮
街
道
に
建

設
し
た
常
夜
燈
は
、
現
在
も
奈
良
市
奈
良
阪
（
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
建
立
、

写
真
①
）、
松
阪
市
上
川
（
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
建
立
、
写
真
②
〈h

ttp
://

kitaise.m
y.coocan

.jp/ise_jo27.h
tm

〉）、木
津
川
市
八
後
（
弘
化
二
（
一
八
四
五
）

年
建
立
、
写
真
③
）、
に
、
三
つ
が
現
存
し
て
い
る
が
、
先
述
の
石
清
水
の
も
の
は

そ
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
現
存
す
る
燈
籠
の
、
い
ず
れ
に
も
「
三
社
燈
籠

万
人
講
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
市
の
も
の
に
は
、「
杉
澤
作
兵
衛
」
の

名
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、松
阪
市
の
も
の
と
木
津
川
市
の
も
の
に
は
「
松
澤
作
兵
衛
」

と
彫
ら
れ
て
い
る
。
旧
『
枚
方
市
』
に
よ
れ
ば
、
杉
澤
作
兵
衛
は
、
二
つ
の
灯
籠
が

建
設
さ
れ
た
当
時
生
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
単
純
な
文
字
の
間
違
い
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

 

　

ま
た
、
現
在
の
枚
方
市
田
口
に
あ
る
杉
澤
本
家
で
は
、
近
隣
の
八
幡
市
の
円
福
寺

で
開
催
さ
れ
る
万
人
講
の
と
き
は
、
杉
澤
家
で
も
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
伝
承
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
い
つ
頃
の
こ
と
か
は
わ
か
ら
な
い
。
円
福
寺
は
天
明
三

（
一
七
八
三
）
年
に
創
建
さ
れ
た
臨
済
宗
の
修
行
道
場
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
現
在
、

毎
年
、
四
月
二
十
日
と
十
月
二
十
日
に
、
一
般
人
に
も
門
戸
を
開
き
、
簡
単
な
食
事

を
ふ
る
ま
う
万
人
講
を
開
催
し
て
い
る
。
円
福
寺
で
こ
の
行
事
が
い
つ
か
ら
ど
う
い

う
趣
旨
で
始
ま
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、寺
院
に
残
さ
れ
た
天
保
十
（
一
八
三
九
）

年
の
古
文
書
（
写
真
④
、
⑤
）
に
「
万
人
講
」
の
文
字
が
あ
る
。
杉
澤
作
兵
衛
が
講

を
設
け
て
い
た
田
口
村
は
、
円
福
寺
の
修
行
僧
が
現
在
も
托
鉢
を
行
っ
て
い
る
範
囲

に
あ
り
、
円
福
寺
周
辺
の
旧
家
が
中
心
に
世
話
人
と
な
っ
て
現
在
も
万
人
講
が
行
わ
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れ
、
明
治
時
代
の
文
書
に
は
田
口
村
村
長
の
「
杉
澤
材
太
郎
」
の
名
も
出
て
く
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
と
杉
澤
作
兵
衛
の
三
社
燈
籠
万
人
講
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

杉
澤
が
三
社
燈
籠
万
人
講
を
開
設
し
た
頃
は
、
伊
勢
講
の
盛
ん
で
あ
っ
た
時
代
で
あ

り
、
そ
こ
に
古
く
か
ら
の
三
社
信
仰
や
万
人
講
の
行
事
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
形
成
さ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

　

な
お
、
鷲
山
恭
平
『
安
居
院
義
道
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
三
社
燈
籠
万
人
講
の

活
動
の
一
つ
と
し
て
の
「
京
都
大
宮
通
車
道
敷
石
之
普
請
」
に
関
し
て
は
、「
車
石
・

車
道
研
究
会
」
の
久
保
孝
氏
よ
り
、『
林
（
忠
）
家
文
書
』（
京
都
市
歴
史
資
料
館
所

蔵
）
の
中
の
「
大
道
舗
石
普
請
勧
化
帳
」（
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
）
に
五
条
坊

門
大
宮
町
の
車
道
敷
石
普
請
願
出
の
件
が
記
さ
れ
て
い
る
旨
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い

た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
三
社
燈
籠
万
人
講
の
活
動
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
。

 

＊
旧
『
枚
方
市
史
』
に
お
け
る
杉
澤
作
兵
衛
に
関
す
る
記
述
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

　
「
大
字
田
口
の
人
で
、
常
に
神
社
佛
閣
を
巡
拜
し
、
神
佛
の
事
と
云
え
ば
、
他
の

何
事
も
放
擲
し
て
献
身
的
に
努
力
し
た
。
各
所
の
講
社
を
作
り
又
社
寺
の
再
興
、
修

繕
、
燈
籠
の
奉
献
な
ど
、
彼
の
一
生
の
間
に
斡
旋
し
た
数
は
多
い
。
誰
云
う
と
な
く

信
心
作
兵
衛
の
名
で
喧
伝
さ
れ
、
遂
に
領
主
久
貝
因
幡
守
正
典
の
耳
に
入
り
、
次
の

如
き
書
を
賜
っ
た
。

 

　

「  

わ
か
し
め
ゆ
え
る
田
口
む
ら
に
す
め
る
作
兵
衛
と
い
へ
る
も
の
ゝ
神
ほ
と
け
の

こ
と
と
し
い
へ
は
ふ
か
く
心
を
つ
く
す
よ
し
か
ね
て
承
り
し
か
、
こ
た
ひ
な
に

わ
え
の
み
つ
か
ひ
こ
と
は
て
い
せ
の
お
ほ
神
に
ま
う
て
か
へ
さ
の
た
ひ
の
や
り

と
り
に
て
よ
め
る

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

因
幡
守
藤
原
朝
臣
正
典

 

　
　

い
せ
の
海
や
き
よ
き
な
き
さ
に
よ
る
玉
を
み
か
く
か
う
へ
も
な
を
み
か
け
か
し
」

 

　

彼
の
生
涯
の
最
大
の
念
願
は
伊
勢
・
男
山
・
春
日
の
三
社
に
大
石
燈
籠
を
奉
献
す

る
こ
と
で
、
先
づ
大
神
宮
へ
の
分
は
松
坂
に
、
春
日
の
分
は
木
津
に
立
派
な
も
の
を

建
設
し
て
、
夫
々
田
畑
五
反
歩
宛
を
つ
け
て
附
近
の
茶
屋
に
預
け
た
。
手
近
の
男
山

へ
の
分
は
最
後
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
材
料
を
既
に
調
べ
て
現
地
に
運
び
愈
々
そ
の

組
立
に
か
ゝ
ろ
う
と
す
る
時
嘉
永
元
年
十
月
八
日
そ
の
作
業
の
現
場
に
於
い
て
往
生

し
た
の
で
あ
っ
た
」『
枚
方
市
史
』（
枚
方
市
役
所
、
一
九
五
一
年
、
四
四
九
頁
）。

⑷ 

足
立
洋
一
郎
『
近
代
日
本
社
会
形
成
期
に
お
け
る
報
徳
運
動
の
研
究
』
明
治
大
学
大

学
院
研
究
科
二
〇
一
一
年
度
博
士
学
位
請
求
論
文
、
二
〇
一
二
年
、
一
四
頁
。

⑸ 

原
口
清
「
報
徳
社
の
人
々
」『
日
本
人
物
体
系　

第
五
巻　

近
代
Ⅰ
』
朝
倉
書
店
、

一
九
六
〇
年
、
二
五
三
―
二
六
一
頁
。

⑹ 

大
日
本
報
徳
社
の
雑
誌
『
報
徳
』
五
八
巻
二
号
（
一
九
五
九
年
二
月
）
に
は
、
戦
争

中
途
よ
り
中
断
し
て
い
た
「
伊
勢
神
宮
万
人
講
大
々
神
楽
奉
納
」
が
、「
二
宮
先
生

百
年
祭
」
を
機
に
復
活
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
の
募
集
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
企
画
で
は
、
一
泊
二
日
で
、
外
宮
参
拝
、
内
宮
参
拝
大
々
神
楽
奉
納
の
ほ

か
、
浅
田
有
信
（
勇
次
郎
）
の
墓
参
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
、
毎

年
、
伊
勢
神
宮
で
国
家
安
寧
と
豊
作
を
祈
念
す
る
儀
式
の
行
わ
れ
る
二
月
の
第
二
週

か
ら
第
三
週
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、
昭
和
三
十
六
（
一
九
七
一
）
年
に
は
、
伊
勢
神

宮
の
ほ
か
、
春
日
大
社
、
石
清
水
八
幡
宮
に
参
詣
し
た
り
し
て
い
る
。

⑺ 

海
野
福
寿
「
遠
州
報
徳
主
義
の
成
立
」『
駿
台
史
学
』
第
三
七
号
、
一
九
七
五
年
、

四
九
―
五
八
頁
。
前
掲
書
⑷
、
四
、九
、一
六
―
二
一
頁
。

⑻ 

前
掲
書
⑸
、
二
六
四
、二
七
〇
頁
。

⑼ 

大
野
英
二
『
日
本
近
世
農
村
金
融
史
の
研
究
―
村
融
通
制
の
分
析
』
校
倉
書
房
、

一
九
九
六
年
、
二
六
五
―
二
六
六
頁
。

⑽ 

前
掲
書
⑷
一
三
、六
五
頁
。

⑾ 

同
右
、
六
、一
二
〇
頁
。

⑿ 

金
井
利
太
郎
『
福
山
先
生
遺
志
』
扶
桑
新
聞
社
、
一
九
〇
八
年
、
一
〇
頁
。

⒀ 

岡
田
良
一
郎
『
無
息
軒
翁
一
代
記
』
遠
江
報
徳
社
、
一
八
八
〇
年
、
四
二
頁
。
岡
田

良
一
郎
『
報
徳
富
国
論　

中
巻
』
岡
田
良
一
郎
、
一
八
八
一
年
、
一
三
頁
。

⒁ 

鷲
山
恭
平
『
報
徳
開
拓
者　

安
居
院
義
道
』
大
日
本
報
徳
社
、
一
九
五
三
年
、
四
七

―
四
八
頁
。

⒂ 

城
内
国
民
学
校
（
小
田
原
）『
報
徳
と
小
田
原
』
城
内
国
民
学
校
、
一
九
四
二
年
、

二
二
三
頁
。

⒃ 
安
丸
良
夫
「
二
宮
尊
徳
思
想
研
究
の
課
題
」『
報
徳
思
想
研
究
の
過
去
と
未
来　

二

宮
尊
徳
思
想
論
叢
Ⅱ
』
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
四
―
三
〇
頁
。

⒄ 

「
定
期
総
会
事
業
書
」（
江
馬
報
徳
社
、
平
成
25
年
3
月
11
日
）

⒅ 

福
祉
社
会
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
制
度
だ
け
で
な
く
、
制
度
を
運
営
す
る
精
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神
や
人
間
関
係
の
形
成
が
不
可
欠
で
、
個
人
を
支
え
る
小
集
団
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

が
民
衆
の
日
常
生
活
に
根
付
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
岡
村
に
よ
れ
ば
、「
勤
労
」「
分

度
」「
推
譲
」
を
不
可
分
の
も
の
と
す
る
報
徳
仕
法
は
、
地
域
社
会
の
経
済
と
道
徳

を
同
時
に
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
改
造
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
経
済
と
道
徳
を
分
け
て
考
え
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
小
地
域
社
会
の
改
善
を
積

み
重
ね
て
広
域
社
会
の
改
造
を
実
現
す
る
と
い
う
点
に
二
宮
尊
徳
の
社
会
改
造
論
の

特
徴
が
あ
る
（
岡
村
重
夫
『
社
会
福
祉
原
論
』
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、
一
九
八
三

年
、
一
〇
―
一
二
頁
）。
そ
し
て
、
岡
村
は
、
相
互
扶
助
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

 

　
「
相
互
扶
助
の
成
立
す
る
地
域
的
範
囲
な
い
し
同
類
意
識
の
範
囲
の
制
限
に
よ
っ

て
、広
範
囲
に
わ
た
る
生
活
困
難
に
対
す
る
普
遍
的
援
助
の
原
理
で
は
あ
り
え
な
い
。

け
れ
ど
も
大
規
模
の
近
代
的
社
会
福
祉
が
、
全
国
民
に
対
す
る
普
遍
的
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
す
る
半
面
に
お
い
て
、
な
お
地
域
社
会
に
お
け
る
個
別
化
的
援
助
の
要
求
に

対
応
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
を
含
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
な
ら
ば
、

地
域
住
民
相
互
の
連
帯
や
自
発
的
な
共
同
、
す
な
わ
ち
な
ん
ら
か
の
相
互
扶
助
の
存

在
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
中
世
社
会
や
か
つ
て
の
農
村
社
会
に
み
ら
れ

た
相
互
扶
助
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
近
代
化
さ
れ
た
相
互
扶
助
を
成
立
原
理

と
す
る
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
相
互
扶
助
を
単
な

る
過
去
の
夢
と
し
て
葬
り
さ
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
代
的
意
味
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」（
岡
村
重
夫
『
社
会
福
祉
原
論
』
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、

一
九
八
三
年
、
一
二
頁
）。

﹇
追
記
﹈

京
都
府
八
幡
市
の
石
清
水
八
幡
宮
の
社
務
所
向
側
の
手
水
舎
前
の
燈
籠
の
一
基
に
、
次

の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

「　

諸
願
成
就　

世
話
人　

河
州
交
野
郡
田
口
村　

杉
澤
作
兵
衛

　
　

文
政
七
甲
申
歳
五
月
吉
日　

献
燈
取
次
定
番

　

願
主　

同
郡　

招
堤
村　

嶌
田
久
兵
衛
」

旧
『
枚
方
市
史
』
に
は
、
杉
澤
作
兵
衛
は
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
に
石
清
水
八
幡

宮
の
大
石
灯
籠
の
建
設
現
場
で
亡
く
な
っ
た
と
あ
る
。市
史
の
記
述
が
真
実
だ
と
す
れ
ば
、

右
の
灯
籠
は
、
作
兵
衛
が
死
亡
す
る
二
十
四
年
前
の
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
の
建
立
で

あ
り
、
同
一
物
で
は
な
い
が
、
作
兵
衛
自
身
が
作
成
し
た
「
三
社
籠
万
人
講
」
と
い
う
文

書
（
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
）
の
数
年
前
の
も
の
で
あ
り
、
三
社
灯
籠
万
人
講
と
何
ら

か
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
し
き
れ
な
い
。

写真①　三社燈籠万人講常夜燈
（奈良市奈良阪）

写真②　三社燈籠万人講常夜燈
（松阪市上川）

写真③　三社燈籠万人講常夜燈
（木津川市八後）

写真④　円福寺文書 1写真⑤　円福寺文書 2




